『寸錦雑綴』考―非森島中良作であることを中心に― by 石上, 敏
近世後期に叢生した考証随節のひとつである「寸錦雑綴」は、
随筆文学選集の第五巻（嘗斎社、昭和2年5
月刊）、
日本随策大
成第一期第四巻（吉川弘文館
・
日本随節大成刊行会、昭和2年7
月刊）、
日本随箪全集の第一巻剪頭（国
民図笹、
昭和2年8月刊）
と、
はからずも同じ年に相次いで刊された江戸随鉦集成三種に収
められることで その大胆なレイアウトと資料的価値の高さにおいて人口に胎灸することとなった。役者諸状をはじめとする遊
，里
・演劇関係の資料のほかに、
横綱免許状など、
全二十九項目の
うち繰り返し引用・紹介されて来たものは少な
くない。
ただ、年
記・奥付等、
出版の経緯を語る徴証の一切を欠いたことで、
この
密の成立の背景は長く詳らかでなかった。本密に収められた諸資科のうぢ、年代的な下限は谷凪梶之進の手形であり、そ 解説中に「寛政七乙卯正月九日齢四十六戌にして黄泉にお むく」云々と記されている所から、
成立は寛政七年の．谷風没後、
おそら
ところが、
日本随筆大成新版二期八（昭和49年5月刊）の付録
で、今田洋三氏は「類集撰要」巻之四十六（国立国会図書館所蔵旧幕引継魯）中の記事によって、「寸錦雑綴
j
が版行差止になっ
た事実を指摘された。その文章が「森島中良の館禍」と姐されたのは、「寸錦雑綴
j
の編者が森島中良であるとの通説に従われた
からである（この点については後述）。ともあれ、今田氏の指摘によって、同時に 密の成立が寛政十年頃であることも明らか
（住9}
になった。
以下に、その一条を引用してみたい。
同年（引用者注・寛政十年）三月板行相止一寸
錦雑級
右之甚板行売弘度段仲ケ間内8願出候処行事難及了簡候二付奈良屋御役所へ御伺申上候処難被及御沙汰旨被仰渡候
この記事には欠ける版行差止の理由を今田氏は「出版取締り令
一注
1)
く文化初年頃と漠然と推定される程度にすぎなかった。
ー非森島中良作であることを中心に—
「寸錦雑綴』
石
上
敏
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に抵触しそうな箇所が五か所にわたって墨で消されている。」と・いう言い方で、
記栽内容によるとの見方を示された。
しかし、
箪
者は、
造本自体の奢修が出版取締令に触れたのではないかと考え
る。縦約三0センチ・横約二0センチという特大の版面を
贅沢に
使って（本哲の主眼である実物大もしくはそれに近い図 の中に
（往3)
は、
一丁半に渡るもの五例、
二丁に及ぷものも二例ある）、
主に
遊芸や悪所に関わる品々を滸戟 た内容
は、
寛政十年という時点
では奢修に過ぎたので なかったか。
以下に節単な説明を付して、
「目録（目次）」に沿ってその内容を概観してみたい。
勧進能番線（享保年間のもの）鸞券（安氷六年二月十六日付江戸座新七宛陰間賭状）束都地図 推定寃永年問刊）横綱免許（寛政元年十二月十九日付、
谷風宛吉田追風判）
元禄暦（元禄十五年十二
月、
赤穂浪士討入りの月）
谷風手印（手形。略伝を付す）洛語（享保十五年刊、
伝来した象に関する落とし咄）
揚屋諸帖 揚屋が妓楼に大夫を借り出すときの証文）俳優交承
（元禄十三年山村座役者付）
娼妓封伝
（遊女の外出許可証。本編では、
次の「大門公験」
と一緒に戟る）
大門公験（同前。
ただし前項の紙製に対して木製）
高尾鍼印（三浦屋高尾の封印。「かよふ神」とあり）
寛永稗史子（猿蟹合戦。付記に「宝永のむかし」とする）布磐津宗図
（「浄瑠璃師範」とあり。免許皆伝の証告）
漱石香報条（平賀源内作、
明和六年版。引札に戯言を交えた
権輿とする）
遊行女画楳（鳥居消倍画、
元禄十三年刊の画本の初丁薄雲・
高尾と奥付）
鉗妓院本（元禄頃の採子師匠志 山万 の稽古本）戯子券（元禄十六年十一月付、
生島小平次より勘三郎宛の手
形。付記に、
小平次は生島新五郎の弟子か、
とす
る）
和考写真（勝JII春章画、
道化形名人初代嵐音八肖俊）
排戯画帖（享保四年市村座頻見世絵本）杜国駒図（蓑虫庵蔵、
松尾芭蕉筆の「軒の図」）
小女百人一首
（明和六年版「新版凪流娘百人一首j‘
遊女・
茶屋女の三十六歌仙見立て）
衣手冊子（享保十三年、
王菊一周忌の灯籠会に際する十寸見
蘭州作の浄瑠璃「水てうし」）
意休怠状（究文三年四月十五日付、
意休〈深見重左衛門、
号
自休〉の謝り証文）
高尾上菱衣（高尾の鳳凰染めの衣装とその雛形）紀文剣軽（紀伊国屋文左衛門の脇差の鞘）堀部氏拌（四十七士堀部弥兵 の鉾、
細井広沢の銘「堀部弥
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兵 衛 遣 物 」 ）
可 湘 柄 器 ( - 名 大 名 樫 食 、
蒔 絵 入 り 窃 麦 箱 ）
翁 瓢 米 樅 （ 代 々 の 市 川 団 十 郎 所
蔵、
松 尾 芭 蕉 の 米 瓢 箪 ）
以 上 で あ る （ 目 録 二 十 九 項 目 、
本 編 二 十 八 項 目 ） 。
実際に、
今 田 氏 が 「 扱 で 消 さ
れ」と言われる部分について、
「 寸 錦 雑 綴」 の 例 を 検 討 し て 見 る と 、①享 保 D D
(二字分。年次であろう）
大 江 殿 の 北 す ぢ か い 橋 の ほ
と り に し ば ゐ し て 勧 進 能 興 業 せ ら れ し と き の 番 組 と な む （ 「 勧・進能番組」付記。〈項目名は目録に従う。
以 下 同 じ 〉 ）
②
-
、
ロロロ
□
（ 約 四 字 分 。
人 名 と 思 わ れ る ） 御 法 度 々 宗 門 二 而
. . . . . . 
（「患窟券」）
③ 此 地 図 は 予 大 人 口 口 口
□
（ 四 i 五 字 分 ） 文 郎 な り し を せ ち に こ
ひ て う つ す 。 （ 「 束 都 地 図 」 付 記 。
人 名 か ）
④常 盤 泄 文 字
□
口 （ 一 ー ニ 字 分 ）
といふ妓女のもとよりかりてう
つす
。 （ 「 常 磐 津 宗 図 」 付 記 。
太夫名の一部であろう）
⑤ 此 比 団 蔵 柏 筵 卜 確 執 ニ オ ヨ ン デ
□
（ 一 字 分
） 紋 ノ 三 マ ス ヲ 消 コ
コ ロ ニ ャ 一 文 字 ヲ 点 ス （ 「 俳 戯 画 帖 」 付 記 。 紋 で あ ろ う ）
⑥
□
口
□□
（ 約 四 字 分 ） 江 可 被 伝 上 処 二 何 メ を 頼 様 二 … … （ 「 意
． 休怠状」。
人 名 と 思 わ れ る
）
の六箇所であり、
その
ま ま 刷 ら
れ た 他 の 部 分 と 比 較 し て も 、
当局
．
への憚りとは考えにくい（これらは後述する後刷でもそのまま残さ れ る ） 。 何 よ り 六 例 の う ち 四 例 ま で が 付 記 の 一 部
であり、
その
気になれば訂正は容易であるといえる。
お そ ら く 、
所 蔵 者 へ の 遠
慮 （ 恩） や 被 記 載 者 へ の 配 慇 （ ②⑥ ） へ 事 実 確 認
の不全あるい
は 見 落 と し
(e⑤)
） の 類 と 考 え て 誤 る ま い 。 特 に 個 人 の プ ラ イ バ
シ ー に 関 わ る 文 密 中 の 人 名 で あ る と 思 わ れ る ⑦e) は 、
公 刊 の 街 と
しては当然の処憎であること、
現 在 と 変 わ ら な い 。
こ れ ら ， の 他 、
「 束 祁 地 図 」 の 図 中 に も 同 様 の 例 が 二 箇 所 あ る が 、
や は り 入 木 で
は な く 彫 り 残 し 、
あ る い は 原 本 時 点 で 既 に 存 し た 彫 り 残 し で あ る
と思われる。
こ の よ う に 、
彫り残された部分には、
それぞれに理
由 が 見 い だ さ れ 、
そ れ ら は 出 版 差 し 止 め に よ っ て 急 遠 抹 梢 さ れ た
ようなものではなかった。
そもそも、
こ れ ら の 部 分 を 抹 消 し て 版
行 許 可 が 下 り た の で あ れ ば 、
奥 付 等 を 備 え た 本 が 現 存 し て よ い は
ず で あ る 。
と こ ろ で 、
こ の 世 の 作 者 （ 編 者 ） に つ い て は 、
従 来 、
序 文 を 記
した森島中良を擬することがしばしばであった。
しかし、「近代
名 家 著 述 目 録
j
（ 文 化 八 年 序 ） や 「 西 洋 学 家 訳 述 目 録 」 （ 嘉 永 五 年
刊）をはじめとする瑞述目録の類、
あ る い は 中 良 略 伝 の 類 、
また
中 良 に つ い て 記 し た 瞥 き 留 め ・ 随 箪 の 類 に も 、 「寸 錦 雑 綴 」 を 彼の著作とした
ものは一切見当たらないのである。
そ の 点 、
日 本 随
鉦 大 成 新 版 一 期 七 （ 昭 和 50 . 7 ) の 付 録 （ 「 「 寸 錦 雑 綴
j
抄 」 ） で 、
今 尾 哲 也 氏 が 「 不 幸 に し て 「 寸 錦 雑 綴 」 の 著 者 は 明 ら か で な い 。
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（中略）序文の口吻から、
その序を書いた森羅亭主人（風来亭主
・人）こそ著者ではないかともいわれている。そうだとしたら
、著
者は、平賀源内に学んだ蘭学者森島甫斎（桂川甫禁）だということになるのだが……。」
と、
記された通りなのである。
「寸錦雑綴
j
の編者が森島中良であろうとは、
はやくから推潤
a`
） 
されて来たことであったが
、．それを明記するようになったのはヘ
．比較的近年の傾向である。先にも触れた丸山季夫氏解
題、
あるい
は今田洋三氏の報告以来 「日本古典文学大辞典
j
の『寸銘雑綴
j
の項（長尾窃明 執節）のように、
中良をこの苔の編者に擬する
こと 背景には、
今尾氏の酋われる「序文の
口吻
」（後述）や、
丸山氏が触れられた
所褐の「漱石香」が中良の面平賀源内のも
のであることのほかにも、
これだけの資料を
集めることの出来る
者は自ずから限られて来、
その点、
十八大通の一人に数えられも
する、
奥医師桂川家の森烏中良は適任者であるという予断が存在
したことは間違いない。
．． 
しかし、
森紐亭主人（中良）の序文、
独吟子緑荷人の肱文を成
心なく筏むならば、
編者は後者であって、
中良は序文を依頼され
たに過ぎないことは明白である
。些か長くなるが、
以下に序文・
践文の全文を引用してみたい
P
.
かU.』うも
数百の狐の腋を綴りて
疫
とす。其価干金なり。以て寒を
ムせ
て人と（じ
坊ぐぺし。昏府を集て格会を
作る。其銭数百に足ざれども。
寒を凌くこと 白狐の姿におとらざるぺし。
いはずと知し御
事なれども。能々出来て役にた、ぬものあり。
わるくてやく
いばら
さる
に立ものあり。
棘の捩玉の木葉は。細工が熊ても屁にもな
らず。四文 耳掻三文の節は。不細工なれども関法なり。琢
ひゃやか
磨に巧みをつくしける夜光 珠の冷な
るは。番太
良が
手
あた、か
しか
細工の。有明炭団の暖な には若ず。上水も掘抜の新エ
みづでっばう
夫に。而升の鼻をひしが 。を吐水も竹筒の 玩に。
我
慢の角を折ぬぺし。加賀祐雁の奇麗なる。
小倉野の見付のわ
ろき。風味にとりては 同日の談にあらず。上方役者のこせつきたる 小刀 寝ふたきより江戸風の荒事の無造作な
さしる
かうペ
るこ
そ目党業なれ。さ
れば書を編する事此理に等し。
頭
をくだき歯を浮せ。夜の眼も寝ずに考へてもやんやといはざる新作あり。こ、ろもとめぬ宙拾物に おもひ 外のあたりあり。索より此啓の如 は。撰ぶに骨もをらざる
かはり。
面
白くもへんてつもなし。・風雅でもなく洒落でなく。手鑑でなく画譜でなく。何と つかぬものなれども。下世話 知せ給
・は
ざる君たちに見せまいらせなば。羊羹餞頭より甘薯や南瓜
のわる落を●可咲と思す事もありぬぺしと 践るはまことの
なり
さし・』
坐形なり。予に外屈を乞 取あへず指子と名づく。其こ、ろはと問ふ。答へて曰°·ハテいけない物を綴り合せたはさ い
｀っかく
へば。作者 るへ声に成て腹を立 わしが切角＾＂を祈たも
もっとし
のを。其様にこなさ
つしやるな
と
いふ。
成ほど是も嵌な
り燕石 玉とじて十襲珍蔵したる如く。
この作
者の心には。
- 33 -
独子
緑青
如何であろうか
。 ． 両 者 と も に 戯 文 で あ っ て 、
とくに料理尽くし
東 都 狂 生
森
吟
あ つ ば れ 錦 を 綴 り た る 心 意 気 に て 。 一 部 自 慢 の 顔 色 な れ ば 。すなはら
則 寸 錦 雑 綴 と や ら か し け れ ば 。
き や つ 溝 悦 の や う す な り 。
ば。
かうらい後 来 こ の 苔 を 規 範 と し て 。 新 編 を あ ら は す 馬 鹿 も
のあら
いかいふ
腐 屈 の 内 に 達 者 あ ら む と 云 図 。
ソ シ イ
和漢 の 凪 流 今 に 尽 る こ と な く 。 庵 を 結 ん て 疏 飯 を 食 ひ 。
四 方
の流れの水を飲ては
9． つ れ ／＼ の 余 り に 肱 を 曲 て 枕 と し 。
ョ モ ス ・ '終夜瓦燈をか、けて箪を採れは。きり／＼すの．つゞり合する 一 巻 と は な り ぬ 。 も と よ り 東 ふ り の 作 者 。
燈 台 も と 明 る し
、
エリ
．と。
浜 の 真砂 の 一 っ ふ 撰 し て 。 拾 集 め
たるな
め り 。 栂 礼 は
細 工 は 流 ／＼ 料 理 は 包 丁 。 献 立 の エ を あ ら は さ ん と す る も む
9
マ ゴ
へなるかな。
し
か し 種 と す へ き ー
物 も な け
れは。鵡卵と等し
ス
9
く。
清るは昇るすまし吸物。
うしほの鯛の眼より。月雪花
9
ク シ ャ ＂
の 三 ッ 道 具 を も て 。
風味の中の骨となし
。濁は
下 り て 濃 汁
の 羮 に 。 飛 竜 の お ぽ 子 を 用 る 時 は 。 登 琴 在 も 恐 さ
らんや。
吸 口 の 匂 は せ ふ り に 誓 ち ら す 。 折 し も 物 淋 し さ に 香 物 と な る味嗚、の二肴取出し。こなか
ら の 洒 を も と め て 。 盃 を 傾 け ほ
ろ ／＼ 酔 に ま か せ 。 耳 を 取 て 鼻 を か み 。 咳払 を し て
字主人囮
（卍 象）
の 狂 文 で あ る 後 者 に は 些 か 意 味 を 取 り に く い 部 分 が あ る け れ ど も 、双方ともに、
作者
（編 者 ） が 「 独吟子緑寄人」 で あ る （ 森 羅 亭 主
人 で は な い ） こ
と を 示 し て い る と い う点 で は 一 致 し
て ，い
る 。 確 か
に 、
中良の緑行人に対する口綱は、いかにも無遠慮かつ馴れ馴れ
しいが、
それも戯文にはよくあることで、
両 者 が 親 し い 間 柄 に あ
れ ば こ そ 序 文 の 執 箪 を 依 頼 し た の で あ ろ う 。
肱者「独吟子緑消人」の正体が従来不明であったことは、中良
編者説を助長するところがあったのだろうし、「独吟子」という号 は 、
自 作 自 演 を 思 わ せ も す る の で あ る が 、
し か し 、
中 良 周 辺 の
実 在 人 物 と し て 、 「 緑 胃 人 」 が 存 在 す る
とな
れば、
話 は ま た 別 だ
ろ う 。 文 化 十 年 八 月 刊 の 「 狂 歌 あ き の の ら 」 は 、
合 歓 堂 序 、
竹 川
藤 兵 衛 • 愛 智 屋 善 兵 衛 の 江 戸 二 茸 の 合 板 に 成 る 四 方 側 の 狂 歌 集 である。四方側の頭領、
四 方 歌 垣 真 願 は 、
天 明 初 年 に 森島 中 良 （ 狂
名 竹 杖 為 軽） に 入 門 し 、 狂 歌 師 と し て の 長 い 追 を 歩 み 始 め た 経 綿が あ り 、
そ の 交 友 は 長 く 絞 い
た。
とこ
ろ で 、
こ の 集 の 本文 一 丁
表 ・ 三 丁 表 ・ 五 丁 表 ・ 六 T 裏
． ． 
七丁裏 の 五 箇 所 に 「 様 寄 人 」 の 狂
歌 が 載 る 。
その緑青人の正体については、相見香雨氏編の「酒井仲遺稿
抄 」 （ 日 本 美 術 協 会 雑 告 五 十 四 号 、 観文 楼 叢 刊 第 八 、 昭 和 14 年 12月）に示唆的な一文が見える。
こ の
「遺稿抄」には、
二 箇所 に 中
良も丑場し、
酒 井 伸 （ 上 州 伊勢 崎 藩 主 酒 井 忠 温 の 三 男 。 従 兄
の
酒
井 抱 一 よ り 尻 焼 猿 人 の 狂 名 を 誼 ら れ る ） の 交 友 圏 に 、
中 良 ・ 緑行
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人ともに属していたことがわかる。
以下に「緑青人
J
の登場する
•一条を引用してみよう。
梅やしきの花み
んと大屋裏住緑青人秀朔（割
注、
俳諧師秀国
の子野呂松逍ひにて名亀太といふ）なとに誘れ亀井戸巴屋といへる茶店に酒たうべ
一住
s}
（歌あるいは句は欠）
萩の屋翁は萩寺へ緑の背人は松の隠居へ亀太はかめ井戸へ猿人は秋葉ならんとおの（その名 緑あるもおかしまた梅やしき
は
此はなも一樹の陰や臥竜梅すなわち「緑の背人」との表記から、「緑脊人」とは、「みどり
a・）
のあおひと」とよむ当代の狂歌師であった。
大屋裏住は、
天明期以来、
腹唐秋人とともに本町連の中心をな
した著名な狂歌師であるが、
緑宵人との関係についてははっきり
しない。
この他にも「遺稲抄」に 、「よし原小松屋の夷講に裏
住野呂松狂言に誘れて」 いう
詞書や「大屋裏住
かみちのくへゆ
きける時異見に歌よみて遣しける／十府のあまをみそめて腰をぬかすなよ三ふ
る寝るとも七ふくりぞゃ」という狂歌が載り、
酒井
仲と大屋裏住との交際が繁か
ったこと、
その場に秀朔（亀太）や
緑青人が加わっていたら いことが知られる。
このような交友の
場から考えて、
おそらく緑青人も
また相当の通人だったのに違い
あるまい。
そうであってはじめて、「寸錦雑綴」に見られる梨園
や遊里関係への関心の深さと希少な古資料の収集が可能であったことが頷ける。
以下しばらく「遺稿抄」に名前を挙げられた人々
を通覧してみよう
芝連の狂歌師達にはじまり、
澤村曙山（役者、
二代目田之
助）
．感和亭鬼武（戯作者）
・遊
女篠原（鵡屋）
・交買明（俳
人）
•清水天民（画人）・市川男女蔵（役者、
三代目門之助）
．
山田検校（琴山田流祖）
・稲垣如蘭（江州山上藩主、
焼絵師）
．
塙保己一（国学者）・狩野永徳（画人）・酒井是三（茶人）
・三
島自寛（国学者）
•竹子消蔵（細工人）
・大窪天民（偕
者）
．簸
島秋里（学者）
・扇屋愚河（吉原妓楼
主・狂歌
師）・遊女滝川
（大文字屋）
・加保茶元成（吉原妓楼主・狂歌師）
・山道高彦
（狂歌師）・遊女月岡（兵庫屋）
・遊女雛鶴（鶏舌楼）
・坂束是
業（役者、
三代目三津五郎）・大童山（若年力士）
•新開荒次郎
（力士）
•石川宗叔（落語家）
・式守伊太夫（行司）・遊女花扇
（五明楼）
・狩野、水川（画家）
．憐前一心斎（岡山藩主池田治
政）・志賀与市 姫路藩士）
．窟本豊前太夫（宮本節太夫）
．槃
州公（出雲繕主松平不昧）・郡山藩主・雪川公（不昧弟、
茶人・
俳人）
•福知山侯（朽木昌綱、
茶人・古銭家）
・増山冨斎（伊勢
長烏藩主、
画人）
•清河太平次（庖通詞）
・杉田伯元（医家、
玄
白の息）
•細田栄之（浮世絵師）
．窪俊満（浮世絵
師・
戯作
者）
•水野此辮（茶人）
・小那屋小十郎（包丁
人）
・姫路侯（酒
井雅楽守忠以、
茶人）
・戯言坊（西蓮寺上人・狂歌
師）
・歌川豊
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春・豊国・国政（浮世絵師）
・小野川喜三郎（力士）
・十寸見蘭
困（三代目
OO
州、
河
束節）等々
。．
9
．
今、
煩を厭わずに、「酒井仲遺祁抄」に見える主な人名を列挙
したのは、
先に一覧した「寸錦雑級」の内容と、
ここに示される
酒井仲の交友四、
その交友の内実とが菰なり合うこ
とを示すため
でもある。
編者の交友に関して、『寸錦雑綴
』から知られるところは、
トそ
Y+
「同盟松隣子」という
のが、
俳由「木公
集』
（文化十一年刊）や
「われとわれ』（同十三年刊）を編んだ俳描印松隣北斎のことであろうと推定される程度であり、「緑青人」の正体はそれ以上には知られないのであ が、
この「遺秘抄」には、
別の部分に「寸
錦雑級」の成立を知る上で見過ごせぬ記事が見える。
田村四居（割注、
俗名茂兵術稲垣公の長臣）予か所蔵せし三
浦や高尾か衣裟（割注、
何代目の窃尾か不詳絲ケツ也寸錦雑
• • • • • • •綴と云冊子に出）をひたすら所望せれられし故田村か亭に茶香狂g興業の時先しばらく惜しまいらせんとて奥に
これを焙て君か茶番をするならばたか尾か生んだ鳶といふぺそれなりに引揚巻の助六は同し三浦の衣裳なれども
（傍点は引用者）
ここから、「寸錦雑級jに載せられ
た三浦＆高尾の衣裟は編者
緑青人のものではな
く、酒井仲のものであったことが分か
る。
ち
なみに仲が、差し止めに遭った「寸錦雑綴
j
への首及に躊躇しな
いのは、
この「遺租抄」が私的性格の弛いものだったからであろ
うし、
口及が至って客観的なのは、「寸錦雑紘」の出版にこの人
物がさほど関与していなかったことと、
貨人らしい鷹協さを示す
もののよ であ
る。
．
「遺税抄」は、
相見香印氏による解朋「酒井仲と其遺稿に就い
て」によれば改装の折りに錯間が生じた如くであるが、
．出現する
年記によって「寛政の末頃か
ら文化の始頃に至る間のもの」（同
前）と推定され いる。
右に引いた部分は、「寸錦雑綴』成立
以後のものであることに間違いな
であるが、
それ以前に窃尾
の衣裟が緑青人．の所蔵であった可能性は低い。
つまり、
当初から
酒井仲の所蔵品であったものを緑青人が借り受けて、「寸錦雑綴」に戟せた
ものと考えてほぽ間違いない
。と
いうことは、
•これ以外
にも編者以外 所蔵品が含まれている可能性が高いことを示唆する。『寸錦雑綴jに収められた 々の希少さ
と宍料的臼位の府さ
は先に触れた通りである。従来、「寸錦雑紘
j
に収められた品々
のすぺてが編者の所蔵品 という前提で、
編者の批定が行わ
れて来たよう 思われるが、
そのような前提から解放されること
で、編者
の条件はかなり緩いものとなるだろう。編者であると思
われる緑宵人は、
「寸錦雄綴』
．所載の品々のうち、
どれ程かは酒
井仲をはじめとする通人たちの所蔵品を惜り、
それを集成したの
がこの柑だったのであ 。
．．
いずれにせよ「寸錦雑級j11•
右に見たような究政改革頓挫後
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（寛政五年に定信罷免）のサロン的な雰囲気の中から出現して来
•た
、
現存本によ
る限り色刷り本は存在
しないが、
その点を除き禍
頭徹尾趣味的で棗奢な壼であった
。そ
の雰囲気もまた「遺栢抄」
に色濃＜現れており（緊縮政策にあえて反抗した池田治政
は、
そ
の象徴的存在といえよう）、「扱や平蔵（割注略）か（が）許よりかれが所
持の漢時代の古鏡一面文三裔遊印一顆朕熙帝の画一輻鑑
．定
を乞ける時」「稲垣如閾公の
もとへ古物あまた見せまいらせけ
れは（ば）日を卜して閾山をはし（じ）めあまたの本ヰ家博学者なと（ど）招き」などといった詞咎きが随所 見受けられる。尚古・考証の流行があ
り、
その上に考証随箪の流行（これを決定的
にしたのが、
松平定信監修の「集古十種
j
ではな
かったか〉が
あった
。「寸錦雑綴
」もまた、
そのよ
ぅな時代背張を体現してい
たのである。
このよう
に、「寸錦雑綴
j
が中良の編ではないということにな
れば、
それを示唆する幾つかの徴証も拾うことができる。その中
で、
何と言
って
も顕若なものは、
ほかなら
ぬ源内筆「漱石香報
条」の付説が
平賀先生作
（割注、
名国倫字士挽号鳩揆狂名風来山人亦天竺
老人卜云）丑ハ明和六乙丑なり
とされていること ある。
この一条が不自然なのは、「天笙老人」
とは中良の戯号であって、
源内の祓号ではないということである。
周知の通り、
源内は「天竺浪人」と号し
た。寛政十年当時中良は
四十一歳。
源内没して既に十九年目とはいえ、
三年後（享和元
年）には源内の戯号の中でも最も人口に謄灸した風来山人の二代目を躾名し、
さらにそれから
七年後には、
やはりよく知られた褐
内鬼外の二代
目を襲うなど、
源内への思慕 変わらぬ中良であっ
ei,-
てみれば、
右のような錯誤は一寸考えられな
い。
また、
最終項目
の「芭蕉翁米櫃」のみ、
他の項すぺてに見え
る付説を欠くが、
「柏造所持／五粒二伝へ今又三升二伝／壬辰六月下句懇望シテー見写之」という密き込みの「壬辰」
は安永元年以外には考えられ
ず、
この年十七歳の中良の「写」では些か時期尚早の気味がある。
また、
その科き込み
の筆跡（同組の行き込みは「束都地図」にも
見える）は断じて中良のものではない。
もし編者とは別人が写し
たというのであれば、
その旨注記があってしかるぺきであり、
こ
れを以て付説に代えた
ということなのだろうから、
これはやはり
編者の害き込みと考えてしかるぺきである。
また、
出版差し止め
に遺った
書（専ら蘭語習得者への寄与を優先した口棗
8
紅毛語
訳
j
の例とは異なり、
きわめて趣味的なも でもあった）を強行
出版する姿勢は、
こと趣味の笥域に関して、中良の行き方とは明
らかに背馳するのでもある。
このように考え来れば、この点でも
やはり編者が中良というのは不自
然と思われる。
如上、
本柑はすぺからく森島中良の若作
一覧からは外すぺきで
ある。
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ところで、
一度版行差し止めに遭ったこの帯が、
どのような経
緯で出版され、
版を重ねるようになったかという点について、
考
察する必要があるだろう。
実際に流布した『寸錦雑綴」には、
大きく分けて二系統の本が
あることは周知の通りである。
そのもっと
も顕著な相違は、
序文
の暑名が「森屈亭主人
印（卍象）」となっているか、「風来亭主
人印（武蔵野人
）」となっ
ているかであ
る。
そして、
前者の刷
りのはやいことは、
両本の版而の荒れや造本の具
合、
あるいは紙
質を見れば一目瞭然である。
中でも、
後者の「風来亭主人」の署
名のうち、
前者と異なる「風来」
の二文字は、
序文中
から
集字
（「風」は二十四行目「風雅」より、「来」は三十九行目の「後来」より）し、
入木したものであり（
逆に言えば、「卒主人」
の
部分のみを残して、
その前後を削り、
入木したのである）
、
後者
が前者より先行しない徴証となる。印（武蔵野人
。「むさしの
の
ひと
」とよ
むぺきだろう）もまた、
中良の印としてもっとも箸名
な前者と比してこの他に彼が用いた例はなく、
中良のものとは思
．え い。
いずれにせよ、
当初（「森罪亭」版の時点）から、
先にも述ペ
た通り、
版元・光捌等の世罪名はどこにも記
されないのであり、
この害が非営利出版であったことだけは確かである。つまり、
差
四
し止めに遺っ
たことで
、E忠永撲要jに「仲ケ間内」と記された
密罪は手を引き、
おそ
らくは少部数の配り本の
形で刷り出された
ものと考えられる。
このような経緯は、「類集撰要」で『寸錦雑
綴」に並べて記さ た、
こちらは間述いなく中良の老書である
『類緊紅毛語訳
j
とも共通す
る。
しかし、
仮に非営利出版であっ
ても、
行事に「了間に及ぴ難し
」、さ
らには奉行に「御沙汰に及
ばれ難し
」と
の仰せを受けた密である。
当初は、
序文程度ならば
と版行に異を唱えなかった中良であったと思われるが、
それが、
次には戯号の削除・改編（すなわち正体の隅蔽ということであろう）を求めたのは、
おそらく「森提亭」版
に対して、
再刷の「風
来亭」版が、
奥付は欠くものの営利を目的とした版行だったから
ではないか。
或いは、中
良が享和元年に「風来山人」を名乗ったことによる
改変
ということも考えられないではないが、
それにしても中良自
身による号名 く（中良が自ら
「風来亭主人」との戯号を名
釆り記
した例を見ない）、
おそらくは、「寸錦雑綴』への関与自体
の否定（すなわち序文の削除）を望んだ中良 対
て、
出版
人 が
それを承知せず、「森羅亭主人」を「風来亭主人」と改変することで妥協したという辺りだった ではなかったかと思わ
れる。
そ
して、
このことは、「森贔
亭主人」版はもとよ
り、「風来亭主人」
版の版行もまた、中良存命中（文化七年以前）であるこ を示唆するであろう。今田氏の挙げられた「我衣』巻四（写本。文化五
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年の条。先掲「森島中良の筆禍」による）に「寸錦雑綴の付録に、所蔵のものを上木せんと、
唐本屋庄八来る。少々見へ害抜這す」
とあるのは、
既に出版されている「寸綿雑綴」の「付録」として、
「我衣
j
の疵者である加藤曳尾問所蔵のものを用いての版行の希
望を書罪が伝えに来たと解すぺきであろう。
この時（文化五年）
に「寸錦雑綴
j
が版行されたということは、
以上見て来たところ
からも、
考えられない。文化元年に成立した「仮名手本穿繋抄」
の粋川子の践文にも「世界は忠臣蔵趣向は寸錦雑綴いかにも杏たり見出したり」と
の一節が見えて、
これ以前に「寸錦雑級』が流
布していたこと
は問述い
ないのである。
実際、『寸錦雑綴
j
の出
版に「唐本屋庄八」が何らかの関与をしていたのかも知れないが、よその版元が出版した密の付録や綜編を他の書郎が何の断りも＜嗣出することもまたこの時代には日常茶飯事であっ から、
こ
こでも単に評判のいい『寸錦雑綴」 二番煎じ 狙ったというだけの とと解しておきた 。
つまり、
当初から（あるいは、
しばらく後
のことであったかも
知れない。出版時期と 、
例えば享和三年の秋に成った手柄岡
持＾朋絨堂喜三二〉の随筆「後は昔物匝」に「寸錦雑綴」の世名が見え、
管見の限り、
初尉の版行はこれ以前であったことが知ら
'
れる
のみである）行事・奉行の指図に従わずに出版を油行し
たこ
とは、
おそらく功名心とでも呼ぶべき、
編者
の意図によったもの
と思われる。
その結呆‘[寸錦雑綴
j
がかなりの託判を得たこと
以上、「寸錦雑綴」
、
特にその編著者に関して、
些かの考察を試
みた。
繰り返すが、
この世が森島中良の著作ではないことのみは、
ほぼ明らかになったと考える。
寛政の改革直後の粛正と放恣の微妙な均衡の
上に、
この書の成
立と差し止めがあり、
結局出版に至った事実は、
それが編者の編
集意図の外にあれ、
あるいは本密が語るもっとも大きなメッセー
ジであるかもしれない。
五
は、
先の「後は昔物語」や『穿繋抄」あるいは「我衣
j
の記事が
示しているだろう。
特に、『後は昔物語」では、
喜三二の本文に対して山崎美成が
「旦寸錦雑級にのするものは。
おのれは疑ひなきにあ
らすなん
」
と頭注で反論し、
さらに喜多村蒟庭も意見を述ぺており、
それだ
けこの書がよく読ま
れていたことを窺わせる。
また、
同じ窃庭は、
「武江年表
j
の斎藤月本記事（享和年間記事）「戯作者の随節、
京伝の作に並ぶものなし」に対して「寸綿雑綴」を挙げ、
京伝の
随箪は珍しくもなく誤りも多く「殊に不出来」と反論しているのであった。
ともあれ、
これらの書のいずれにも中良の名が現われないこと
もまた、『寸錦雑綴
j
の編者が中良ではないことを示唆するもの
の如くである。
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注日本応ぽ大成の招肌等。
以下に見るように、
尖は成立は谷凰没の腹後
であったということになる。
2引
用は、
莉木元氏の翻刻（「泊本研究j2、
昭和63年6月）
による。
3釘
えば、「三十二寸」と記す「芭蕉箭米樅」の図版は尖閑には約67セ
ンチ（二十二寸）で戟る。
4例
えば、
日本随演大成旧版の州逍゜
5「寸
絡仕ほ
j
の「机廿人」が中良の別サであったという9Jえ方は、
「狂歌あさののら」の出た文化十年には巾良は既に没し
ているという事
尖（文化七年十二月匹日没。式丸＇三馬作「田＾古芝店忠臣蔵
j
序及び、
竹
原樽蛇礼大田lti畝む簡による）から、
ほぼ成立不可能という
ことになる。
6所
題によれば、
桜本の段府にとどまる「追松抄
j
において、
狂改．兌
句の欠裕は珍しいことではなかった。
翻刻にも、
二十六に上る一行分の
空白はそのまま残されている。
7他
にも「寸錦仕綴
j
の編者は付説で細井広沢を「広沢先生」と呼人で
いるが、
広沢は近世前・中期のむ家（万治元年＾一六五八〉生、
卒和二
十年＾一七三五〉没）。
宝JIf四年＾一七五匹〉乃至六年生まれの中・艮で
あればれ接のげ事はありえない（伝来する細井雀への配砥であるう）•そうであれば、「平灯先生」も た、
これを必ずしも印弟llo鋲と鮒釈す
る必姿はな
い。
加えるに、
中良が源内を呼ぶ楊合、「平代先生」ではな
く「凪米先生」と呼ぶことが多かった。
8中
良およぴ桂川�ぷの事跡については、
今泉漑吉氏「閾学の家桂川の
人々」（在蛤む林、
昭和40.43.44年）に詳しい。
百本古典文学大系」等答照。随叩大成新版肝四が「阿刊に当り・・・・・・
， 
一部印財を改めた。」という
のは、
再りの「瓜来序主人」の序を「な帷
卒主人」のものに改めたということのようである。
10尚
、「森羅平」版と「凪来序」版には、
序文弓名のほかにも「谷凪手
印」凶中の「00/＋寸」を再版で欠くと
いう僅かな界動がある（初版
は国会凶杏釘＊、
再版は逹む屈も一守旧磁染成本により、
それぞれ数本
を以て対校した）。
この他、
Ui演大成の彩印は、
①「出困甜帖」という
兄111しを欠く、
②
Em
妓両帖」奥付の「泊口百」の「酉」の点を欠さ
「図」と見える、③「王創辺杵衣手間子」の「川」の点を欠さ「かし」と見える、
④「芭班箔米仮」岡中の「三十二寸」を欠く守の不協があり
注迂を投す 。〈付記〉相見香雨祁「酒井仲逍栢抄」を向教示下さった甜＊元氏に深謝致します。＾追記〉式翌二馬作の合殊J「大尽拝花街始」（文化七年刊）に、「二枚五肉の小脇差寸錦雑紘に図あり」と見える。
中良に私
淑し｀
その許に出入りした（文化元年刊「狂首綺開」序）三
篤が、
中良存命中 記した右の一条に、
中良の名を裕げない
ことは、「寸錦雑綴」非中良作説の大きな傍証 なる。また、
狂歌師松行人の名は、
咄本「岡菜の花」（党政九年刊）
、
「無串志有意」（同十年刊）や、
狂歌集「美沿寿組入
J
(同九
年刊）にも見えることを付留しておく。
（いしがみさとし／新見女子俎期大学精師）
- 40 -
